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 ＧＷの間に立夏となり、暦の上ではもう夏、風薫る五月本番です。 

              校門から遠く望む山々は、手前の鋲ケ岳等 

の緑、その西方には遠く僧ケ岳の有名な雪形 

が見えています（あの雪解けの形を僧と馬に 

見立てた昔の人々の感性に敬服します）。学 

校近くの田も少しずつ田植えが進んでいます。 

朝の校門ではあいさつ運動が行われていま 

す。明るく声を交わして、今日も元気に一日を過ごしてほしいと願います。 

★ｗｉｔｈコロナだからこそ、朝の健康チェックを家族の習慣に！ 
 特別な行動制限のないＧＷを過ぎ、県内のコロナ感染者数も再び増加傾 

向にあるようです。とはいえ、これまで子供が重症化した例はないことか 

ら、コロナとの共存（with コロナ）を念頭に、落ち着いて、かつ無理のな 

い持続可能な方法で対応していきたいと考えます。 

学校内での感染拡大を防ぐ第一歩は、何と言っても登校前の検温です。 

ご面倒でも、各ご家庭での朝の検温と健康チェックを保護者の方の責任で 

行ってください。検温カードとペン、体温計を夜のうちに食卓に置いてお 

く、時間帯を決めて家族全員で取り組むなど、無理なく習慣化することが大切です。熱があるなど、いつ

もと違う症状が見られた場合は学校に連絡の上、登校を控えてください。 

「今、夢中になる学び」を目指していきます 
 爽やかな季節となり、各教科の学習にも本格的に取り組みたいところ 

です。いつものようにカメラを片手に校内を回っていると、荻っ子たち 

の素敵な場面に遭遇し、嬉しい気持ちになります。 

 グループになって課題について考える姿、「がんばれぇ！」と応援の 

声を受けながらハードルを跳び越えていく姿、先生のちょっとした問い 

を聞き逃さず、素早く「はいっ」と手を挙げる姿等々、どれも私（カメ 

ラ）の存在に気付かないほど真剣で素敵な姿です。 

 あおぞら級では、算数の時間を 6年生と霜野先生チーム、２～４年生 

と根塚先生チームの２つに分かれて学習していました。お互いもう一方 

のチームの声が聞こえていても気にはならない様子で、自分の問題に一 

生懸命に取り組んでいました。一方、1 年生は自分の植木鉢にアサガオ 

の種を植えていました。種の色や形等をしっかり観察した後、人差し指 

で土に穴をあけ、慎重に種を植え込みました。「早く芽が出るといいな 

あ」とどの子も真剣で、友達にちょっかいをかける暇はありません。 

 こうした姿を見ていると、勉強は実生活や将来のためでもありますが、 

まずは「今、楽しく夢中になれること」が大事だなとつくづく感じま 

す。子供たちにとってそうした時間 

をできる 

限り多く 

つくって 

いけたら 

と思って 

います。 
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心を込め、コツをつかんで  清掃も大切な学びの時間です 
 昼休みが終わり、音楽がかかると清掃の時間です。 

どの学年も担当の場所を時間いっぱいきれいにします。 

 まだ清掃の方法がよく分からない 1 年生には、6 年 

生が方法を教えながら一緒に作業をしてくれています。 

6 年生のほうきの後についてぞろぞろと雑巾がけをす 

る 1 年生が健気です。6 年生にとっても、1 年生を思 

いやって活動するよい経験となっているようです。 

 自分たちの学校を自分たちできれいにし、 

学習環境を整え 

ることが大切な 

学びの一つであ 

ると思える、大 

事な時間です。 

 

 

シリーズ「教室におじゃまします」 5／9（月）１年 国語科の巻 
 2 人の日直さんが前に出て、広田雅先生と共にあいさつをして授業が始まり 

ました。この日はひらがなの学習の続きでした。入学前にすでにひらがなの読 

み書きを習ってきた子がほとんどですが、今一度専用のワークを使って書き方 

を学習しています。「ら」「て」「ひ」「へ」の 4 文字を順に学習しました。 

「いいち、にいい」と一画ずつに声を出しながら書き方を確認します。広田 

先生は「ここはちょっとはねるよ」「でもこういうのはだめだね」と丁寧に説 

明しました。子供たちからは「まるいところに卵が入るね」「この字は2 画 

じゃなくて 1 画」などと、なかなか的確なつぶ 

やきがタイムリーに聞こえてきます。その後、 

鉛筆を持ってゆっくりしっかり字を練習しまし 

た。スタディメイトの石川さんが補助に入り、 

子供たちの様子を見守り、サポートしておられ 

ます。とても頼りになるスタッフです。 

 4 文字とも終わった子は広田先生にワークを 

提出し、その後は自分の名前の短冊の清書をし 

ました。名前の周りの模様や絵もカラフルに仕 

上げていました。それ 

も終わった子は読書で 

す。次にやることの流 

れが分かっているので、 

どの子も自分のペース 

で残りの時間を過ごし 

ていました。 


